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市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

矢島町郷土史研究会

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は

「
矢
島
町
郷
土
史
研
究
会
」
で
す
。

☎

　

今
後
の
目
標
は
、
も
っ
と
若
い
人
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。「
城
下
町
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
歴
史
に
興
味

が
あ
る
人
が
多
い
。
創
立
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
講
演
会
な
ど
を
ず
っ
と
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
す
ご
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は

子
ど
も
た
ち
に
も
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る

機
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」と
話
す
三

浦
さ
ん
。
知
識
は
あ

と
か
ら
身
に
つ
く
そ

う
な
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
ま
ず
は

講
演
会
な
ど
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

も
っ
と
地
域
の
歴
史
を
知
っ
て
ほ
し
い
、

後
世
ま
で
し
っ
か
り
と
残
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
る
矢
島
町
郷

土
史
研
究
会
は
、
今
年
で
設
立
か
ら
91
年

を
数
え
ま
す
。
始
ま
り
は
昭
和
４
年
、４
日

間
開
催
さ
れ
た
旧
矢
島
町
出
身
で
当
時
の

東
京
帝
国
大
学
助
教
授
・
土
田
誠
一
さ
ん

の
歴
史
講
演
会
で
す
。
こ
の
内
容
を
「
矢

島
史
談
」
と
い
う
本
に
ま
と
め
、
長
い
間

郷
土
史
研
究
の
ベ
ー
ス
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
30
代
か
ら
90
代
ま
で
の

45
人
。
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
ま
と

め
た
会
報
誌
を
年
に
１
回
発
行
し
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
臨
地
研
修
を
年
に
２
回
、
地

域
の
旧
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文
書
な
ど

の
資
料
整
理
は
毎
月
の
よ
う
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
郷
土
史
は
先
人
の
知
恵
の

集
合
。
先
祖
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
は
こ

れ
か
ら
の
こ
の
土
地
を
知
る
大
切
な
こ
と
」

と
会
長
の
三
浦
敏
男
さ
ん
（
84
歳
・
御
門
）

が
話
す
よ
う
に
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
歴

史
講
演
会
を
年
に
１
回
、
学
習
会
は
２
回

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
度
か
ら
は

年
に
１
回
矢
島
郷
土
資
料
館
の
企
画
展
示

を
担
っ
て
お
り
、
今
年
は
「
１
２
０
年
前

の
矢
島―

乾
田
馬
耕
の
開
始（
米
作
り
の

歩
み
）」
と
題
し
、
今
ま
で
の
聞
き
取
り
を

ま
と
め
、
資
料
を
訳
し
、
会
員
自
作
の
大

き
な
地
図
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

５
年
前
に
入
会
し
た
佐
藤
洋
介
さ
ん

（
70
歳
・
矢
島
町
舘
町
）は
「
会
員
だ
っ
た

父
が
持
っ
て
い
た
会
報
誌
を
読
ん
だ
こ
と

が
き
っ
か
け
。
全
然
読
め
な
か
っ
た
古
文

書
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
新
し

い
知
見
を
得
ら
れ
る
こ
と

が
面
白
い
」
と
話
し
ま
す
。

長
く
続
く
会
だ
か
ら
こ
そ
、

佐
藤
さ
ん
の
よ
う
に
親
世

代
や
祖
父
母
世
代
が
会
員

だ
っ
た
と
い
う
人
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
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市
功
労
者
顕
彰
式
が
10
月
29
日
に
市
内

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
元
教
育
長
の
佐
々
田

亨
三
さ
ん
（
77
歳
・
岩
城
亀
田
大
町
）
と

市
議
会
副
議
長
の
髙
橋
和
子
さ
ん
（
72

歳
・
鳥
海
町
伏
見
）
が
地
方
自
治
功
労
者

と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
と
な
り
、
選
考
委
員
や
市
議
会
議
員
な

ど
関
係
者
約
70
人
が
出
席
。
長
谷
部
市
長

は
顕
彰
状
と
功
労
章
を
贈
呈
し
「
お
二
方

は
、
そ
れ
ぞ
れ
行
政
・
議
会
の
分
野
か
ら

市
政
の
進
展
に
お
い
て
大
き
な
業
績
を
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ご
労
苦
と
ご
功
績
に

深
甚
な
る
感
謝
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
長
年
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。

佐
々
田
さ
ん
は
「
身
に
余
る
栄
誉
に
浴

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
合
併

後
の
教
育
行
政
の
土
台
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま

で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
上

な
い
喜
び
を
感
じ
、
た
だ
た
だ
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
、
髙
橋
さ
ん

は
「
身
に
余
る
章
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
私
は
元
々
市
外

出
身
。
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
だ
さ
る
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
家
族
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
志
を
持
ち
、
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

佐
々
田
さ
ん
は
平
成
17
年
に
由
利
本
荘

市
教
育
長
に
就
任
し
、
通
算
14
年
余
り
に

わ
た
り
在
職
。
こ
の
間
、
第
１
次
・
第
２

次
の
学
校
環
境
適
正
化
計
画
を
策
定
し
た

ほ
か
、
市
内
全
小
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
指
定
な
ど
に
よ
る
学
校

運
営
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
平
成
16
年
に
旧
鳥
海
町
議

会
議
員
に
就
任
以
来
、
合
併
後
は
由
利
本

荘
市
議
会
議
員
と
し
て
通
算
６
期
16
年
余

り
に
わ
た
り
在
職
中
。
こ
の
間
、
教
育
民

生
常
任
委
員
会
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会

の
委
員
長
、
市
議
会
副
議
長
な
ど
を
歴
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
功
労
者
顕
彰
は
今
年
が
12
回
目
で
、

今
回
を
含
め
て
特
別
功
労
２
人
、
合
併
特

別
功
労
15
人
、
地
方
自
治
功
労
14
人
、
民

生
功
労
９
人
、
産
業
功
労
２
人
の
計
42
人

の
方
が
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
年
の
功
績
を
た
た
え

　
　

顕
彰
状
と
功
労
章
を
贈
呈

佐々田さんと髙橋さんに地方自治功労顕彰々田さんと髙橋さんに地方自治功労顕

左から佐々田亨三さん、長谷部市長、髙橋和子さん
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小松　梢さん
（44歳・東梵天）

☎ 農業振興課 畜産班

県外に住む学生に
ふるさとから
エールを!

由利本荘ふるさと便を送りました

このような状況の中、子どもたちを
『置いてきた』というイメージがあって、
何か力になりたいと思って申し込みまし
た。届いたその日に写真付きでスマホに
連絡があり、早速秋田由利牛カレーを食
べて、とても喜んでいたみたいです。少

しずつ普段通りの生活に戻ってきているみたいですが、
子どもたちには手洗いや消毒など基本的なことをしっか
りして、楽しく過ごしてほしいと思います。

長女 結希さん（22歳・神奈川県）
二女 真希さん（19歳・埼玉県）へ

長女 結希さんから
連絡があった時は『こんなことやっているんだ』と驚き

ました。届いた時はうれしかったし、秋田由利牛カレーは
なかなか食べる機会がなかったので、今回送ってもらって
ふるさとの味として身近に感じることができました。本当
にありがとうございました。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
第
５
弾
の
「
県
外
大
学
生
等
応
援

事
業
」
で
あ
る
由
利
本
荘
ふ
る
さ
と
便

は
、
10
月
下
旬
か
ら
発
送
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

方
に
、
由
利
本
荘
市
の
お
米
・
農
産
物

品
の
詰
め
合
わ
せ（
４
８
０
０
円
相
当
）

を
送
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
由
利
本
荘
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
で
す
。

11
月
５
日
現
在
で
３
９
０
件
の
申
請

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
友
人
や
職
場

の
同
僚
に
も
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
み

ん
な
で
笑
顔
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

離
れ
て
暮
ら
す
学
生
へ

笑
顔
を
届
け
ま
し
ょ
う

提出は郵送、ＦＡＸまたはメール可。申請書は
農業振興課および各総合支所産業課に備え付け

※申し込み多数の場合、または入荷に時間を
　要する場合は多少遅れることがあります。

対象者

申請方法

内 容

９月30日現在で、帰省先（保護者の
住所）、または自宅が由利本荘市内で、
県外の学校に通う大学生、短期大学
生、専門学校生など

内 容
① ひとめぼれ（新米・精米３㌔）
② パックご飯（200㌘×３パック）
③ 秋田由利牛カレー（３袋）
④ 天鷺プラムワインゼリー（２個）
⑤ 西目りんごジュース（３パック）

締め切りは 11月30日（月）です
お早めにお申し込みください

所定の申請書に記入の上提出

発送方法 申し込み順に１週間ごとに
取りまとめ、順次宅配便にて発送

ており申請書は市ホームページ
からダウンロードも可能。

内 容

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
帰省を自粛したり、通常どおり学校の授業
を受けられない学生たちがいます。
　そんな状況の中、頑張っている学生の
皆さんへ「由利本荘ふるさと便」で
エールを送りませんか。

県外学生県外学生
  応  応援！
県外学生
  応援！由利本荘由利本荘
ふるさと便ふるさと便
由利本荘由利本荘

ふるさと便ふるさと便
由利本荘

ふるさと便

特産特産品+送料送料特産品+送料

無料無料無料

（※学生証などを添付してください。）
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上位入賞おめでとうございます

賞　区　分 氏　　名 学 校 ・ 学 年
■小学生書道展

菅野　俐々香
渡邉　陽菜乃
加賀谷　虎徹
秋庭　楓香

鶴舞小６年
平沢小５年
岩城小４年
平沢小３年

由利本荘市長賞

賞　区　分 作　品　名 氏　　名 学校・学年
■未来の科学ゆめ絵画展

プラスチックリサイクルロボット
にじ色のシャンプー

茂木　琉那
小松　優子

矢島小２年
新山小３年

由利本荘市教育委員会教育長賞（団体の部）矢島小学校
堀江　泰地 尾崎小６年

秋田県発明協会長賞

秋田県発明協会長
最優秀賞

目の不自由な人に優しい！
スピーカー付き身だしなみ整え鏡

賞　区　分 作　品　名 氏　　名 学校・学年
■ジオパーク児童絵画コンテスト

東由利のボツメキ湧水

がけはマグマの通り道

大須賀　乃衣
小番　賢人
金子　怜太

尾崎小４年
矢島小５年
岩谷小３年

最優秀賞  
優秀賞
優秀賞

鳥海山ブナの森
矢島口二合目～三合目

賞　区　分 作　品　名 氏　　名 学校・学年
■発明工夫展

シャンプーの量  調節キャップ 森ヶ﨑　真奈 鶴舞小６年
学校賞（団体の部） 鶴舞小学校
秋田県発明協会長優秀賞

■全国ごてんまりコンクール
賞　区　分 作  品  名 氏  　名 地　 域

東北経済産業局長賞
秋田県知事賞
由利本荘市長賞
秋田県観光連盟会長賞
秋田県物産振興会賞
読売新聞社賞 
河北新報社賞 
朝日新聞社賞 
毎日新聞社賞 
秋田魁新報社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市観光協会長賞

あじさい
八重のさくら
鹿の子と万華花
パンジー
織り姫の舞
花と麻の葉
菊
フキ
朝顔
群青
さくら
菊
菊
菊
麻の葉

明嵜　万喜子
神部　ヒロ子
武田　範子
澤田　クニ
渡辺　昭子
杉本　絹子
土田　幸子
及川　シヅ子
渡辺　喜久乃
井上　千鶴子
遠田　アサエ
岡野　陽子
佐藤　敦子
田中　ユミ
山﨑　喜美子

埼玉県
栃木県
秋田市
埼玉県
熊本県
秋田市
由利本荘市
岩手県
茨城県
和歌山県
由利本荘市
由利本荘市
由利本荘市
にかほ市
和歌山県

賞　区　分 作　品　名 氏　 名
■市工芸品展

由利本荘市長優秀賞
由利本荘市長優良賞
由利本荘市議会議長賞
由利本荘市商工会長賞
朝日新聞社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞 
  
由利本荘市長奨励賞

寄木細工アクセサリー
くるみ皮かご
ミニごてんまりイヤリング
風呂敷バッグ
リバーシブル和服用前掛け
簑亀（黒３個）
ショルダーバッグ
くるみの皮　表・裏使いカゴ
くるみの木の皮とあけびつるのかご
ロングジャケット
竹製コーヒーセット

伊藤　祐一
堀　　悦子
畠山　昭子
小松　紀子
佐々木　加代子
小野　久亮
村井　タマ
佐藤　美津子
石井　厚子
阿部　克子
佐々木　裕三

由利本荘市シルバー人材
センター理事長賞

（敬称略）

小学生のアイデアいっぱいの
作品が大集合

未来の科学ゆめ絵画展未来の科学ゆめ絵画展未来の科学ゆめ絵画展

企業局 秋の大感謝祭企業局 秋の大感謝祭企業局 秋の大感謝祭

菅野　俐々香 鶴舞小６年由利本荘市長優秀賞 ぬれずに便利！バック付き雨がっぱ

年
年
年

目玉企画！
大抽選会
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シルバーの方々の力作も勢ぞろい

１０／１７●
１８●

土
日

見事な組子細工

由利本荘市民まつり由利本荘市民まつり

市長あいさつ尾崎小学校吹奏楽部の演奏

オープニングセレモニーオープニングセレモニーオープニングセレモニー

西目高校 展示販売西目高校 展示販売

市長あいさつ部の演奏

おいしいモンブランどうぞ♪

示販売示販売 きれいに育てた
花苗の販売

親子ミシン教室親子ミシン教室親子ミシン教室

農産品直売会農産品直売会農産品直売会

廣瀬産業株式会社廣瀬産業株式会社廣瀬産業株式会社

できあがりが楽しみ♪

由利工業高校由利工業高校
体験展示体験展示
由利工業高校
体験展示

体験体験中！体験中！ＶＲＶＲＶＲ

ロボットロボット
なでたら動いたよなでたら動いたよ! !

ロボット
なでたら動いたよ! !

産業と文化の祭典

シルバー人材フェアシルバー人材フェアシルバー人材フェア

令和２年度令和２年度令和２年度



第
２
回
鳥
海
山
麓
け（
来
て
）け（
食
べ
て
）ま
つ
り

秋
の
ご
ち
そ
う
と
絶
景
を
堪
能
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市長室

　市長の長谷部です。10月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

 10月15日（木）
○大内B＆G海洋センター修繕助成
　決定書授与式（応接室）   

Yurihonjo city public Relations. 2020

第
60
回
奥
羽
横
断
駅
伝
競
走
大
会

全
長
１
１
７
㌔
を
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走

堂
々
と
自
分
の
考
え
を
発
表

中
学
校
少
年
非
行
防
止
・
防
火
弁
論
大
会

　

非
行
防
止
と
防
火
を
テ
ー
マ
に

中
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述

べ
る
大
会
が
、
10
月
14
日
に
矢
島

中
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
各
中
学
校
か
ら
計
10
人
が

出
場
し
、
５
人
ず
つ
少
年
非
行
防

止
の
部
、
防
火
の
部
と
分
か
れ
て

熱
弁
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
少
年
非
行
防
止

の
部
で
は
鳥
海
中
３
年
の
三
船

菜
々
海
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
三
船
さ
ん
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

家
族
と
話
し
合
っ
た
経
験
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危
険
性
や
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
主
張

し
ま
し
た
。

　

一
方
防
火
の
部
で
は
、「
日
ご

ろ
か
ら
自
分
で
で
き
る
防
火
対
策

を
と
る
こ
と
で
大
切
な
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
力
強
く
述
べ

た
矢
島
中
３
年
の
三
浦
柊
哉
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
少
年
非
行
防
止
の
部
】

▽
最
優
秀
賞

三
船
菜
々
海（
鳥
海
中
３
年
）　

▽
優
秀
賞

鈴
木
煌
佳（
大
内
中
３
年
）

熊
谷
大
翔（
本
荘
南
中
３
年
）

▽
敢
闘
賞

小
林
陽
斗（
岩
城
中
２
年
）

髙
橋
湊（
西
目
中
３
年
）

【
防
火
の
部
】

▽
最
優
秀
賞

三
浦
柊
哉（
矢
島
中
３
年
）　

▽
優
秀
賞

佐
藤
匠
真（
由
利
中
３
年
）

石
渡
穣（
東
由
利
中
３
年
）

▽
敢
闘
賞

佐
々
木
廉（
本
荘
東
中
３
年
）

伊
藤
澪（
本
荘
北
中
３
年
）

　

日
本
海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
国
道

１
０
７
号
の
東
北
横
断
に
挑
む
奥

羽
横
断
駅
伝
競
走
大
会
が
10
月
24

日
、
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
各
県
対
抗
５
、
一
般

16
、
高
校
９
、
オ
ー
プ
ン
参
加
１

チ
ー
ム
の
計
31
チ
ー
ム
が
本
市
か

ら
北
上
市
ま
で
１
１
７
㌔
の
道
の

り
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
沿
道

に
訪
れ
た
観
客
に
対
し
密
を
避
け
、

拍
手
で
の
応
援
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
感
染
拡
大
防
止
を
講
じ
た
上

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

 

初
日
の
第
一
走
者
は
、
由
利
本

荘
市
役
所
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
長

谷
部
市
長
の
号
砲
に
合
わ
せ
、
颯

爽
と
駆
け
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

□
本
市
関
連
チ
ー
ム
の
結
果

﹇
一
般
の
部
﹈
由
利
本
荘
に
か
ほ

陸
協…

10
位

Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部　

都
市
対
抗
野
球
大
会
出
場

市
か
ら
激
励
金
１
０
０
万
円
を
贈
呈

感
染
症
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

２
団
体
よ
り
除
菌
・
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
が
寄
贈

　

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

（
11
月
22
日
〜
12
月
３
日
、
東
京

ド
ー
ム
）
に
出
場
す
る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬

式
野
球
部
に
対
し
、
市
か
ら
激
励

金
１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
佐
藤
康
典
監
督
と

皆
川
普
主
将
、
加
藤
介
馬
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
市
役
所
を
訪
問
。
皆
川

主
将
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
中

で
、
自
分
た
ち
が
東
京
ド
ー
ム
に

行
く
こ
と
で
秋
田
県
の
イ
ベ
ン
ト

を
作
っ
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
き

た
。
都
市
対
抗
で
は
、
目
の
前
の

１
勝
を
目
指
し
て
、
地
元
に
感
動

と
笑
顔
を
届
け
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

地
元
か
ら
の
熱
い
応
援
で
目
指
せ
Ｊ
２
昇
格
！

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
の
試
合
に
無
料
招
待

　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
「
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
が
11

月
22
日
、ソ
ユ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム（
秋

田
市
）
で
行
わ
れ
る
の
を
前
に
、

同
ク
ラ
ブ
の
岩
瀬
浩
介
代
表
取
締

役
社
長
ら
が
11
月
４
日
に
Ｐ
Ｒ
の

た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

岩
瀬
社
長
は
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

の
皆
さ
ん
を
カ
タ
ー
レ
富
山
戦
に

無
料
招
待
し
ま
す
。
ご
当
地
人
気

グ
ル
メ
も
出
店
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で

呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
詳
細
は
本
紙
11
月
１
日
号
18
㌻
）

　

冬
の
感
染
症
流
行
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
児
童
生
徒
の
感
染
症

予
防
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

本
荘
鶴
舞
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
秋
田
県
南
部
郵
便
局
長
夫
人

会
由
利
東
部
会
よ
り
、
除
菌
や
消

毒
に
使
用
で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
品

は
市
内
の
小
中
学
校
で
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
荘
鶴
舞
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
藤
島
会
長（
右
）

と
秋
山
教
育
長

【
寄
贈
品
】

・
除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
（
一
斗
缶
）
14
缶

・
手
指
用
消
毒
液 （
４
７
０
㎖
） 

40
本

・
速
乾
性
消
毒
（
４
０
０
㎖
）
25
本

秋
田
県
南
部
郵
便
局
長
夫
人
会
由
利
東
部
会
の

篠
木
部
会
長（
中
央
）と
村
上
さ
ん（
右
）と
秋
山

教
育
長

【
寄
贈
品
】

・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ス
プ
レ
ー（
４
０
０
㎖
）８
本

・
詰
め
替
え
用
（
４
０
０
㎖
）
16
個

修繕助成決定書授与式

大内B＆G海洋センターでの現場確認の様子

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
プ
ー
ル
施
設
の
改

修
が
急
務
で
あ
り
ま
し
た
。
修
繕

助
成
の
決
定
を
受
け
、
テ
ン
ト
屋

根
や
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
床
な
ど
の

修
繕
工
事
を
本
年
度
中
に
完
了
す

る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
来
年
の
夏
に
は
多
く
の
皆
さ

ま
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

プ
ー
ル
を
安
全
で
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
内
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

が
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
よ
り
改
修
の

助
成
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

同
財
団
の
古
山
常
務
理
事
が
来

庁
さ
れ
、
修
繕
助
成
決
定
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

決
定
に
よ
り
、
市
内
の
全
海
洋

セ
ン
タ
ー
が
助
成
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

大
内
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
60
年
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆

さ
ま
の
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用 ▲意気込みを語る皆川主将

九嶋副市長と佐藤監督（右）▶（写真左から）岩瀬社長、長谷部市長、マスコットキャラクターのブラウゴン

　

10
月
25
日
、
法
体
の
滝
、
鳥
海

高
原
を
会
場
に
鳥
海
山
麓
け
け
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
回

目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
由
利

高
原
鉄
道
と
連
携
し
て
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
同
日
開
催

の
お
ば
こ
特
産
品
ま
つ
り
や
由
利

鉄
フ
ェ
ア
の
会
場
と
な
っ
て
い
る

矢
島
駅
と
各
会
場
を
結
び
ま
し
た
。

  

こ
の
う
ち
法
体
の
滝
エ
リ
ア
で

は
紅
葉
の
見
頃
を
迎
え
、
雨
の
中

で
も
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
小
学
生
以
下
に
は
西
目

産
ブ
ナ
シ
メ
ジ
を
は
じ
め
、
豚
肉

や
鶏
だ
ん
ご
、
レ
ン
コ
ン
、エ
ビ
、

イ
カ
、ア
サ
リ
な
ど
具
だ
く
さ
ん

の
「
超
海
山
ご
っ
つ
ぉ
鍋
」
と
炊

き
た
て
の
新
米
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
、
温
か
な
湯
気
を
立
て
る
旬

の
ご
ち
そ
う
を
笑
顔
で
頬
張
る
家

族
連
れ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
族
と
バ
ス
で
全
エ
リ
ア
を

回
っ
て
い
た
佐
々
木
美
奈
子
さ
ん

（
大
仙
市
・
40
代
）
は
「
由
利
鉄

に
乗
っ
た
こ
と
も
法
体
の
滝
に
来

た
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
晴

れ
間
に
滝
の
前
で
い
い
写
真
が
撮

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。



　

 「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

の
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
行
う

も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、

全
て
市
長
が
目
を
通
し
た
上
で
、

関
係
部
署
で
内
容
を
調
査
・
検
討

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
り
良
い
由

利
本
荘
市
に
す
る
た
め
に
、
日
頃

考
え
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
率
直
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
手
紙　

下
段
の
太
線
に
沿
っ
て

切
り
取
る
と
、
専
用
の
封
筒
に
な

り
ま
す
。
84
円
切
手
を
貼
っ
て
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
民
提
案
箱　

市
役
所
１
階

 （
市
民
ホ
ー
ル
）
に
設
置
し
て
い

る
「
市
民
提
案
箱
」
か
ら
も
投
稿

で
き
ま
す
。

■
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

23―

２
２
７
０
（
秘
書
課
宛
て
）

■
電
子
メ
ー
ル

hisyo@
city.yurihonjo.lg.jp

※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル

　

は
、
標
題
に
「
市
長
へ
の
手
紙

　

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

氏
名
・
連
絡
先
を

　
　

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い

　

必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

な
ど
の
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

　

氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
は
、
手

紙
の
内
容
確
認
や
回
答
す
る
た
め

に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
以

外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

次
の
場
合
は
対
応
で
き
ま
せ
ん

 　

誹
謗
中
傷
、
商
用
目
的
、
そ

の
ほ
か
市
政
に
関
わ
り
の
な
い
も

の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

←
裏
面
も
お
読
み
く
だ
さ
い

市
長
へ
の
手
紙

「

」

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
意
見
を
直
接
、

つ
い
て
の
ご
意
見
を
直
接
、

市
長
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
意
見
を
直
接
、

市
長
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

」
問
い
合
わ
せ
先

　

秘  

書  

課

　
　

  

☎
24― 

６
２
０
３

建
設
管
理
課
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西
目
こ
ど
も
園

由
利
本
荘
保
育
会
事
務
局

子
育
て
支
援
課
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幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

「
西
目
こ
ど
も
園
」
を
利
用
希
望

の
方
は
、
西
目
こ
ど
も
園
ま
た
は

由
利
本
荘
保
育
会
事
務
局
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
利
用
す

る
場
合
は
、
市
の
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
16
日
㈪
か
ら　

　

（
平
日
の
み
）

認
定
区
分

○
１
号
認
定
（
教
育
認
定
）…

満

　

３
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
特
別
な

　

要
件
は
な
し

○
２
号
認
定
（
保
育
認
定
）…

満

　

３
歳
以
上
か
つ
、
保
育
を
必
要

　

と
す
る
事
由
が
あ
る

○
３
号
認
定
（
保
育
認
定
）…

満

　

３
歳
未
満
か
つ
、
保
育
を
必
要

　

と
す
る
事
由
が
あ
る

※
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」

と
は
、
両
親
と
も
に
就
労
の
た
め

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

な
ど
の
事
由
の
こ
と
で
す
。

市政情報

１
令
和
３
年
４
月
入
園
分
「
西
目
こ
ど
も
園
」

の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　金融機関などで納付されてから
市が納付を確認できるまで、１～
２週間程度かかります。納税証明
などが必要でお急ぎの場合は、領
収証や引き落とし額が記帳された
通帳をご持参の上、税務課または
各総合支所市民サービス課へ申請
してください。

国保税（第５期）

納期限：11月30日㈪

11月の市税・国保税納期
～納期内に納めましょう～

「納付は便利で確実な口座振替で」

市政情報

２
「
地
域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
〜
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間
相
当
分
減
免
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
除
排
雪
の
促
進
を
図
り
、
住
宅

密
集
地
の
空
き
地
な
ど
を
雪
置
き

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
「
地

域
住
民
用
雪
置
き
場
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

町
内
会
な
ど
が
冬
期
間
、
空
き

地
な
ど
の
土
地
所
有
者
か
ら
土
地

を
借
り
受
け
、
雪
置
き
場
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
市
に
届
け
出
た

場
合
に
、
提
供
さ
れ
た
土
地
の
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
を
使
用
期
間

相
当
分
減
免
し
ま
す
。

　

な
お
、
雪
置
き
場
の
管
理
運
営

は
町
内
会
な
ど
が
自
ら
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

雪
置
き
場
の
基
本
要
件

○
町
内
会
な
ど
の
範
囲
に
属
し
、

　

ま
た
は
隣
接
す
る
土
地

○
土
地
の
広
さ
が
お
お
む
ね
１
５

　

０
〜
５
０
０
平
方
㍍

○
町
内
会
な
ど
と
土
地
所
有
者
が
、

　

書
面
に
よ
り
土
地
使
用
貸
借
契

　

約
（
無
償
）
を
締
結
し
た
も
の

○
固
定
資
産
税
の
評
価
地
目
が
宅

　

地
お
よ
び
宅
地
比
準
雑
種
地
で

　

あ
る
こ
と
（
農
地
、
山
林
、
原

　

野
は
対
象
外
）

※

こ
の
ほ
か
、
雪
置
き
場
に
通
じ

る
道
路
の
通
行
に
制
限
が
な
い
こ

と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雪
置
き
場
の
使
用
予
定
地
が
事
業

対
象
に
当
て
は
ま
る
か
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
け
出
期
限　

11
月
30
日
㈪
ま
で



▼
内
容
の
公
開

　

い
た
だ
い
た
「
市
長
へ
の

手
紙
」
の
内
容
な
ら
び
に
回

答
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
情

報
共
有
す
る
た
め
に
、
左
記

の
「
市
長
へ
の
手
紙
」
公
開

基
準
に
沿
い
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
原
則
と
し
て
全

て
公
開
し
ま
す
。

▼
手
紙
へ
の
回
答

　

い
た
だ
い
た
手
紙
は
必
ず

市
長
が
目
を
通
し
回
答
し
ま

す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

担
当
課
か
ら
の
電
話
や
面
談

な
ど
を
も
っ
て
回
答
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
調
査
な
ど
の
た

め
回
答
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
 「

市
長
へ
の
手
紙
」
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
提
言

や
建
設
的
な
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
市
に
対
す
る
個
別
の

質
問
な
ど
は
、
担
当
課
か
ら

の
回
答
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「市長への手紙」公開基準
公開の範囲…
　 「市長への手紙」の公開は、次の各号のいずれ
かに該当する場合を除き、原則として全て公開す
るものとする。
（１）投書などの内容から個人が特定されるおそ
　　 れがあるもの
（２）市政に関わりのないものなど「市長への手
　　 紙」としてふさわしくなく、受け付けしな
　　 かったもの
（３）回答を望まない旨が記してあるもの
（４）その他秘書課長が認めたもの
公開の内容…
　 「市長への手紙」の内容ならびに市からの回答
は、公開するものとする。ただし、氏名、 住所、
電話番号、メールアドレスなどの個人が特定され
る部分は除くものとする。

下記のどちらかに○をつけてください
※不要の場合は公開されません
市長からの回答について　　要 ・ 不要　





　指定医療機関での「乳がん、子宮がん・婦人科超音波検診」の個別
検診を希望された方の受診期限は12月31日です。12月は各医療機関
が混み合うことが予想されますので、受診券をお持ちの方は早めの受
診をお願いします。
　検診は追加申し込みも可能ですが、受診券の発行が必要となります
ので早めに健康管理課までお申し込みください。

令和２年度個別医療機関方式による
乳がん、子宮がん・婦人科超音波検診期限について

12広報ゆりほんじょう 令和２年11月15日号

◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内　

☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課インターバル速歩実践会にご参加ください

　ナイスアリーナを一緒に歩きましょう。
日時　12月２日㈬　10時～11時（受け付け９時45分～）
持ち物　動きやすい服装、運動靴
定員　50人
申し込み　12月１日㈫まで健康管理課へ
※ご家庭で当日の体温測定をお願いします。熱や風邪症状がある場合
は参加できません。マスクの着用にご協力ください。

▶▶催し・お知らせ
■健康の駅秋田ゆりほんじょう登録
団体「大内フロッカーズ」によるフ
ロアカーリング無料体験教室
　毎月１回、体力づくりにフロア
カーリングを楽しんでみませんか。
申し込み不要。
日時　11月25日㈬　９時～11時半
会場　松本体育館（大内地域）
持ち物　動きやすい服装、室内用靴、
　タオル、飲み物
問　大内フロッカーズ　佐々木さん
　☎０９０－９６３７－３４９７
※マスクの着用にご協力ください。

■マタニティ栄養教室
　適切な食生活を知り、健やかに過
ごしましょう。
日時　12月５日㈯　９時半～12時
　（受け付け９時20分～）
会場　本荘保健センター
内容　市管理栄養士による講話「妊
　娠中の食事について」、調理実習
対象　妊娠中の方とその家族（里帰
　り出産の方も可）
持ち物　母子健康手帳、エプロン、
　三角巾
定員　５組程度
申し込み　11月25日㈬まで子育て
　世代包括支援センターふぁみりあ
　 （健康管理課内）へ

■離乳食教室（離乳初期）
　離乳食って何を食べさせるの？10
倍粥ってどうやって作るの？離乳食
にお悩みのママのお手伝いをします。
日時　12月９日㈬
　　　①11時～12時
　　　②13時半～14時半
会場　本荘保健センター
内容　離乳食についての講話と実演
対象　生後４カ月児とその保護者
定員　各10組
申し込み　12月２日㈬まで健康管理
　課へ
※託児が必要な方は事前にご相談く
ださい。

■産後のママと赤ちゃん向け教室
　赤ちゃんの発達を促す抱っこ、あ
やし方、遊び方などを学びます。
日時　12月18日㈮　10時～11時半
会場　本荘保健センター
講師　助産師　菊地世智子さん
対象　１カ月健診が終了している生
　後４カ月頃までの赤ちゃんとママ
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
　２枚
定員　７～８組（先着順）
申し込み　12月16日㈬まで子育て
　世代包括支援センターふぁみりあ
　 （健康管理課内）へ

■ 「突然の災害に　役立つ簡単レシ
ピ集」を日頃の家庭での備えにご活
用ください
　毎年日本各地で繰り返される自然
災害は、決してひと事ではありませ
ん。いざという時、自分や家族を守
るために行動したいけれど、まずは
何から始めたらいいか分からないと
いう方も多いのではないでしょうか。
　由利本荘市食生活改善推進協議会
本荘支部では自分たちでできること
を考え、常備食材で簡単に調理可能
な「突然の災害に　役立つ簡単レシ
ピ集」を作成しました。ぜひ普段の
食事に取り入れながら、家庭での備
えにお役立てください。

問　由利本荘市食生活改善推進員協
　議会本荘支部（健康管理課内）

設置場所
•市役所１階総合案内
•中央公民館（カダーレ内）
•ナイスアリーナ
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事故件数

死亡者数

負傷者数

10月の人身事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に!

  （10月31日現在・由利本荘署管内）

累計 昨年同期

76件

２人

98人

９件

０人

16人

101件

６人

126人

10月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 75,194人（-40）
男 =35,978人（-18）
女 =39,216人（-22）

世帯数 30,694世帯（+４）

<10月16日～ 10月31日受け付け分>

三浦　叶大ちゃん（雅永さん）藤崎

齋藤　　詩ちゃん（  豪  さん）石脇

堀内　結月ちゃん（元春さん）宮内

水谷明日香ちゃん（  亨  さん）東梵天

工藤　　華ちゃん（  享  さん）宮内

濱地　穂音ちゃん（紀彰さん）薬師堂

庄子　結望ちゃん（隼生さん）東梵天

かなた

　   うた

ゆづき

　　はな

お と

ゆ の

阿部　晃士ちゃん（慎亮さん）水林

津篭　響希ちゃん（敏規さん）花畑町

高橋　一樺ちゃん（翔太さん）矢島町荒沢

小沼みのりちゃん（祐太朗さん）岩城内道川

佐々木はづきちゃん（正幸さん）中田代

佐々木　律ちゃん（文也さん）中俣

佐々木　環ちゃん（  瞬  さん）西目町出戸

こうし

ひびき

いちか

　　

　　りつ

　　　たまき

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

～これからも元気で
　　　　お過ごしください～

満100100歳満100歳
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

（大正９年10月25日生まれ
　　　　　　　　・南ノ股）

嵯峨　サトさんあ す か

<10月16日～ 10月31日受け付け分>
  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

鈴木清四郎さん（旧本荘市功労者・三条）
　10月21日永眠されました。昭和34年から長きにわた
り、家畜人工授精師として牛の人工授精に携わり、また
畜産経営の相談役として畜産農家の指導にあたるなど、
本市の畜産振興に尽力されました。平成16年本荘市産業
功労。83歳。

長沼　久男さん（旧東由利町功労者・東由利老方）
　10月27日永眠されました。昭和51年から通算５期20
年の長きにわたり東由利町議会議員を務め、産業建設常
任委員長、教育民生常任委員長、町議会副議長を歴任す
るなど、地方自治の発展に尽力されました。平成16年東
由利町自治功労。87歳。

（矢島町城内・80歳）

（岩城亀田大町・78歳）

（岩城勝手・76歳）

（前郷・93歳）

（町村・35歳）

（岩谷町・83歳）

（小栗山・93歳）

（羽広・76歳）

（中俣・82歳）

（東由利宿・83歳）

（東由利田代・97歳）

（西目町沼田・86歳）

（西目町西目・89歳）

（西目町沼田・87歳）

（西目町沼田・90歳）

（鳥海町上笹子・89歳）

（鳥海町上川内・68歳）

（鳥海町下笹子・90歳）

（鳥海町上笹子・56歳）

（鳥海町小川・85歳）

（神沢・94歳）

（浜ノ町・84歳）

（赤田・95歳）

（石脇・79歳）

（大鍬町・75歳）

（石脇・88歳）

（石脇・67歳）

（宮内・90歳）

（花畑町・93歳）

（谷地町・86歳）

（石脇・77歳）

（肴町・83歳）

（石脇・79歳）

（鳥田目・49歳）

（田町・89歳）

（葛岡・69歳）

（大浦・94歳）

（水林・65歳）

（矢島町城内・93歳）

栁田トシヱさん

阿部　ヒサさん

田口　タエさん

橘川　サツさん

津嶋　千歳さん

津野　トキさん

中村　定美さん

今野　　玲さん

宮澤　主計さん

吉野　　博さん

内藤　正秀さん

佐藤　幸雄さん

斎藤　　進さん

板垣美貴子さん

土倉　和夫さん

岡部　俊秀さん

三浦　綾子さん

作左部マチ子さん

伊東ヨシ子さん

豊島ヱイ子さん

松永　善一さん

今野　　稔さん

菊地　チエさん

鈴木　　裕さん

工藤喜三郎さん

佐々木英悦さん

畠山　富雄さん

加藤　利子さん

小野　泰子さん

渡辺　イヨさん

古田　次男さん

三浦キミコさん

齋藤　昌司さん

作左部　貢さん

石田　イトさん

佐藤　由夫さん

佐藤　重夫さん

太田　裕子さん

千田　厚子さん


